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飼育と遺伝学的解析を併用した幼生研究手法の開発：オトヒメエビ類の適応進化を紐解く 

中川幹大（高知大学・総合人間自然科学・応用自然科学専攻・博士課程２年） 

 

【研究の概要】オトヒメエビ下目は環境・生活様式ともに多様な分類群として注目されるが，幼生研究は乏

しい. 本研究では，採集した成体から孵化させた幼生の飼育と野外のプランクトンサンプルから得られた幼

生により，オトヒメエビ類の幼生発生に関する新たな知見の蓄積を試み，その適応進化に関連する本種幼生

の多様性解明を試みた． 

【結果と考察】本研究により，ドウケツエビ科 1種とサンゴヒメエビ属２種，またプランクトンサンプルか

ら複数のオトヒメエビ類幼生を確認し，いくつかの知見が得られた．以下に抜粋し紹介する． 

１．ドウケツエビ Spongicola venustus の幼生発生とプレゾエアの観察 (図１) 

土佐湾から得られた成体エビの孵化個体に基づき，深海の

ガラス海綿内部に共生する本種幼生を約 150 年ぶりに確認し

た．孵化後 80 日間の飼育実験から，少なくとも 9期の長い浮

遊幼生期を有することが明らかとなった．この長い幼生期は

長距離分散を可能とし，西太平洋の広範な分布と関連してい

ると考えられた．また，本種は，薄いクチクラの胚外皮に包

まれていたプレゾエアで孵出し，その後約 30 分で第 1ゾエア

に変態した．プレゾエアは第 2触角を用いて頭部を前方に向

けて遊泳する，ゾエアとは全く異なる行動様式が確認され

た．これは，幼生が成体の腹肢剛毛および海綿の胃腔内部

から円滑に脱出できるような適応と考えられた． 

２．本州初・北限更新記録となるスベスベサンゴヒメエビ

Microprosthema lubricum とその幼生形態（図２） 

 大月町西泊の潜水調査から，本州初・北限更新記録となる

スベスベサンゴヒメエビの抱卵雌を採集された．孵化した第

１ゾエアの形態を観察した結果，本種は近縁種で確認されて

いる幼生よりも全体に対する頭胸甲長が短く，サンゴヒメエ

ビ属幼生の新規のタイプであることが明らかとなった． 

３．土佐湾のプランクトンサンプルから得られたオトヒメエビ類幼生（図３） 

土佐湾のプランクトンサンプルから，未記載

と考えられるサンゴヒメエビ属幼生 4 タイプと

オトヒメエビ科幼生 1タイプが得られた．これ

により同海域内に未確認の種の成体エビが複数

種生息している可能性が考えられた．サンゴヒ

メエビ属幼生は，短縮また通常よりも長い幼生期をもつと推定されるタイプが認められ，本属は発生様式が

非常に多様なグループであることが示唆された．今後は，これら未記載のオトヒメエビ類幼生から DNAを抽

出し，DNA バーコーディングによる種の推定を行う予定である． 

図２．スベスベサンゴヒメエビの第１ゾエア 

図 3．土佐湾から得られたサンゴヒメエビ属の未記載幼生 

図１．150 年ぶりに確認されたドウケツエビの

プレゾエア（上）と変態後の第１ゾエア（下） 


